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コ
ロ
ナ
禍
で
の
御
弓
神
事

　

１
月
24
日（
日
）に
、
箟の

の

岳だ
け

山さ
ん

箟こ
ん

峯ぽ
う

寺じ

で
、
宮
城
県
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
箟
峯
寺
正
月
行
事
の
一
つ

白
山
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
天
候
を
占
う
白
山
祭

御お

弓ゆ
み

神し
ん

事じ

。
２
人
の
稚
児
が
、
箟

峯
寺
一
山
各
坊
の
僧
と
と
も
に
、

裏
に
鬼
と
書
か
れ
た
的
を
目
掛
け

て
矢
を
射
り
、
そ
の
当
た
り
具
合

か
ら
占
う
神
事
で
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
御
弓
神

事
前
日
の
神
事
「
宮
の
前
」
の
中

止
や
御
弓
神
事
当
日
に
訪
れ
る

人
々
へ
の
オ
サ
シ
グ
シ
や
御お

神み

酒き

の
お
振
る
舞
い
、
各
坊
で
の
精
進

料
理
に
よ
る
お
も
て
な
し
が
中
止

さ
れ
た
ほ
か
、
一
般
の
参
拝
自
粛

を
求
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

14
時
頃
、
箟
峯
寺
の
表
参
道
を

お
守
役
に
背
負
わ
れ
た
御
稚
児
さ

ん
が
、
僧
た
ち
と
と
も
に
階
段
を

上
り
、
白
山
堂
前
に
姿
を
現
し
ま

し
た
。

　

今
年
の
御
稚
児
さ
ん
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
土ど

井い

宥ひ
ろ

人と

（
４
歳
・

２
の
１
区
）く
ん
と
西さ

い

城じ
ょ
う

晟あ
き

春と

（
４

歳
・
美
里
町
）く
ん
で
し
た
。
２

回
目
の
稚
児
役
と
い
う
こ
と
で
、

介
添
え
の
住
職
に
矢
の
狙
い
先
を

指
図
す
る
余
裕
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
放
た
れ
た
矢
は
、
12

本
中
７
本
が
的
中
。
前
半
は
外
れ

が
多
か
っ
た
た
め
、
寒
さ
が
長
引

く
可
能
性
が
あ
り
、
稲
作
の
種
ま

き
は
焦
ら
ず
急
が
ず
と
占
わ
れ
ま

し
た
。

　

８
月
以
降
は
す
べ
て
的
中
し
、

収
穫
時
期
の
10
月
は
ど
真
ん
中
を

射
抜
き
ま
し
た
。し
か
し
、当
た
っ

た
矢
で
も
外
側
に
当
た
っ
て
い
た

た
め
、
台
風
な
ど
の
強
風
に
注
意

が
必
要
と
さ
れ
、
稲
作
は
平
年
作

の
見
込
み
と
さ
れ
ま
し
た
。

疫
病
退
散
祈
願
の
元が

ん

三ざ
ん

大だ
い

師し

　　

　

箟
峯
寺
で
は
、
白
山
祭
に
併
せ

て
涌
谷
町
内
の
各
商
店
に
、
疫
病

退
散
を
祈
願
す
る
元
三
大
師
の
お

札
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

元
三
大
師
は
、
正
月
３
日
に
亡

く
な
っ
た
た
め
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

延え
ん

暦り
ゃ
く

寺じ

18
代
天て

ん

台だ
い

座ざ

主す

の
慈じ

恵え

大だ
い

師し

の
こ
と
で
す
。

平
安
時
代
に
京
の
都
で
流
行
り
病

が
ま
ん
延
し
た
際
に
、
京
の
都
の

鬼
門
に
位
置
し
、
都
を
守
る
比
叡

山
の
弟
子
の
前
に
、
異
形
の
よ
う

な
姿
で
現
れ
、
そ
の
姿
を
書
き
写

し
た
お
札
を
京
の
都
に
配
っ
た
と

こ
ろ
、
仏
さ
ま
・
神
さ
ま
の
化
身

と
し
て
安
寧
を
も
た
ら
し
、
疫
病

が
収
ま
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

《写真解説》
①笑顔を見せる余裕がある
御稚児さん②かつての御稚
児さんがオシトギアゲとし
て凛

り

々
り

しく活躍③一山の僧
による御弓神事前の読経④
配布された元三大師のお札
⑤豊穣と疫病退散の祈りを
込めて放たれた矢

①

③

④

⑤

②

コ
ロ
ナ
禍
で
も
続
く
誇
り
高
き
伝
統



涌谷町を食の切り口で地域おこし
千
ち

葉
ば

愛
めぐみ

さんを地域おこし協力隊に委嘱
　2月1日（月）に、仙台市から移住してきた千葉愛さん
に、地域おこし協力隊としての委嘱状を交付しました。
　青森中央短期大学で食物栄養学を学び、栄養士の資
格を持ちます。これまで民間企業で、栄養士として勤
務してきた経歴を持ち、縁あってJR涌谷駅前のゲスト
ハウスあんだあもに勤務していましたが、この度、涌
谷町に移住し、地域おこし協力隊となりました。今後
もあんだあもを拠点に、食を切り口とした地域おこし
に取り組んでいきます。

安全安心なまちづくりに向けて
涌谷町消防団新入団員任命と表彰伝達
　1月17日(日)に、役場大会議室において、涌谷町消
防団の新入団員と昇格した団員への辞令交付式と表彰
伝達が行われました。
　例年、月将館小学校から勤労福祉センターまで勇壮
に練り歩く部隊行進と出初式を実施していますが、今
年は新型コロナ感染症の影響で規模を縮小し、各分団
の副分団長以上の出席で実施。若山団長から7人の新
入団員に辞令が交付され、各種表彰を受章した団員に
表彰状が伝達されました。

これからもお元気で
満百歳おめでとうございます
　1月30日（土）に、5の2区の金

きん

野
の

カ子
ね

ヲさんが100歳
の誕生日を迎えました。
　自宅で満百歳のお祝いをするとともに、遠藤町長か
ら敬老祝い金を贈呈しました。
　12人兄弟の金野さんは、朝食後に新聞を読むことを
日課とし、大好きなひ孫さんと過ごす時間を楽しんで
います。どうぞこれからもお体に十分気を付けて、ま
すます長寿でありますよう、お祈りしております。

1月26日は文化財防火デー
国史跡黄金山産金遺跡で消火訓練
　昭和24年1月26日に、法隆寺金堂の壁画が焼損した
ことに基づき、1月26日が文化財防火デーとして定め
られました。
　遠田消防署管内で、有形文化財(建造物)を有するの
が涌谷町のみであることから、今年は、黄金山神社で
火災が発生したと想定し、遠田消防署と涌谷町消防団、
地域の皆さん、涌谷神社、涌谷町が一丸となって、文
化財防火訓練を実施しました。
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くがね創庫に新たな名所が誕生
ポケモンマンホールを設置しました
　2月8日（月）に、くがね創庫に、ポケモンマンホー
ル通称「ポケふた」が設置されました。この「ポケふ
た」は、全国各地に設置され、全てが世界に1枚しか
存在しないオリジナルデザインです。宮城県内の「ポ
ケふた」には、すべてにみやぎ応援ポケモン「ラプラス」
が登場し、涌谷町では、ばんばポケモンのバンバドロ
が引くソリに乗ったラプラスが描かれています。

124年ぶりの2月2日の節分
鬼は外、福は内！幼稚園の豆まき
　124年ぶりに2月2日が節分だった今年、涌谷町立の
各幼稚園・こども園において豆まきが行われました。
　涌谷南幼稚園では、各学年ごとに制作した鬼のお面
を紹介した後、手遊びをしていたところに鬼が乱入。
心の中にいる鬼を退治すると約束をして退出しても
らった後、作ったお面を身に付けて、新聞紙を丸めて
作った豆を互いにぶつけ合い、鬼を退治しました。そ
の後、福の神が現れ、子どもたちに福をおすそ分けし
ていきました。

ついに発売日が決定！
純米大吟醸「稀

き

世
せ い

」の発売日は3月14日
　声優で歌手の涌谷町黄金大使・安

やす

野
の

希
き

世
よ

乃
の

さんプロ
デュースの日本酒「純米大吟醸『稀世』」が、令和3年
3月14日（日）に発売されることになりました。
　価格は3,300円（税込）で、涌谷町内の稀世の会加盟
の酒販小売店で、数量限定で店頭販売されます。
　3月13日（土）には、安野希世乃さんが出演するお披
露目会を、涌谷町YouTubeチャンネルで配信する予
定です。詳細は、涌谷町ホームページをご覧ください。

遠藤釈雄町長コラム

今
こ ん

野
の

香
こ う

湧
ゆ う

先生を偲
し の

ぶ
　過日、日本民謡香湧会、今野香湧会主がご逝去され
た。民謡の指導と普及のみならず、様々な福祉活動や
上涌谷駅の清掃活動、児童・生徒の健全育成、行政に
対する支援等々、とにかく生きることに懸命で生命力
全開、バイタリティー溢

あ ふ

れる方であった。それだけに
日が経つほどに淋

さ み

しさが募り深まる。
　「誰にもできることを誰にもできないくらい努力さ
れる」。香湧先生を表した民謡会の重鎮、衣

ころも

川
が わ

喜
よ し

仁
じ

先
生の言葉である。実に意味深い。香湧先生をお偲びす
る度に思い出す言葉である。

《遠藤釈雄町長の公務（1月16日～2月15日）》
●1月20日㈬	 水土里ネットみやぎ北部支部第2回	
	 	 役職員研修会(大崎市)
●1月21日㈭	 涌谷町議会定例会1月第2回会議
	 	 	 (役場)
●1月29日㈮	 鳴瀬川・北上川下流等減災対策協議	
	 	 会並びに流域治水協議会(役場)
●2月 3日㈬	 大崎地域水管理協議会役員会・通常	
	 	 総会(大崎市)
●2月 4日㈭	 大崎地域広域行政事務組合第1回組	
	 	 合議会(大崎市)

※写真は、安野希世乃さんの手ではありません。

©2021 Pokémon. ©1995-2021 Nintendo / Creatures Inc. / 
GAME FREAK inc. 
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・
ゲームフリークの登録商標です。
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戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か
？

　
戦
没
者
の
遺
族
の
う
ち
１
人
に

特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者　
戦
没
者
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合

▽
第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
受
給
権

を
有
し
て
い
る
遺
族

▽
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
亡
く
な
る
な
ど
し

て
、
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い

て
公
務
扶
助
料
な
ど
を
受
け
る
人

が
い
な
く
な
っ
た
遺
族

▼
請
求
期
間　
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
。
た
だ
し
、
裁
定
に
時
間

が
か
か
る
た
め
早
め
に
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
2
1
1
3

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
事
業

　
み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支

援
オ
フ
ィ
ス
は
、
宮
城
県
外
の
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
に
在

学
中
の
皆
さ
ま
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

の
就
職
相
談
・
求
人
紹
介
・
書
類

添
削
・
面
接
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
1
月
受
付
分
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税

　
全
国
の
97
人
の
皆
さ
ま

１
９
５
万
６
千
円

▼
東
日
本
大
震
災
復
興
の
一
助
と

　
し
て

　
宗
教
法
人
東
大
寺
さ
ま

１
０
０
万
円

▼
国
民
健
康
保
険
病
院
運
営
の

　
一
助
と
し
て

み
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
長　
伊
勢　
圭
一
さ
ま

鉄
道
写
真
パ
ネ
ル
２
枚

株
式
会
社
エ
コ
サ
ー
ブ
さ
ま

プ
レ
ハ
ブ
物
置　
２
棟

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
と
し
て

株
式
会
社
お
て
ん
と
さ
ん

代
表
取
締
役  

髙
橋 

榮
吾
さ
ま

不
織
布
マ
ス
ク
３
万
枚

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
み
ど

り
の
地
区
本
部
さ
ま

非
接
触
温
度
計　
63
台

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

鹿
島
台
歴
史
研
究
会

会
長　
川
越　
壽
美
子
さ
ま

鎌
田
三
之
助
す
ご
ろ
く
・
鎌
田

三
之
助
翁
か
る
た
各
２
セ
ッ
ト

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
―
２
１
１
１

Ｊ
Ｒ
涌
谷
駅
が

無
人
営
業
化
さ
れ
ま
す

　
涌
谷
駅
は
、
３
月
13
日（
土
）か

ら
終
日
無
人
で
の
営
業
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
券
売
機
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

　
３
月
13
日（
土
）以
降
の
お
問
い

合
わ
せ
は
左
記
の
連
絡
先
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー（
６
時
～
24
時
、
列
車
案
内
、

運
賃
・
料
金
、
空
席
情
報
）

☎
０
５
０
ー
２
０
１
６
ー
１
６
０
０

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
人

は
学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請

を
す
る
人
は
、
在
学
証
明
書
の
原

本
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
持
参

し
役
場
町
民
生
活
班
ま
た
は
年
金

事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
令
和
２
年
度
に
保
険
料
納
付
を

猶
予
さ
れ
、
令
和
３
年
度
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
人
に
、
３
月
末

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
同
一
の

学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、
こ

の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

返
送
す
る
こ
と
で
、
令
和
３
年
度

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
３
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
05
ー
１
１
６
５

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
44
ー
2
8
9
8

な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
外
在
住
の
学
生
が
宮

城
県
内
で
就
職
活
動
に
か
か
る
交

通
費
や
宿
泊
費
を
補
助
し
ま
す
の

で
、
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

み
や
ぎ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
就
職
支
援
オ
フ
ィ

ス
業
務
仙
台
オ
フ
ィ
ス

☎
０
２
２
ー
２
１
６
ー
５
０
０
１

Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ

　

ijum
iyagi@

pasona.co.jp

Ｈ
Ｐ

　

https://m
iyagi-ijuguide.jp/

宮
城
県
最
低
賃
金（
時

間
額
）改
正
の
お
知
ら

せ

▼
宮
城
県
最
低
賃
金　
８
２
５
円 

効
力
発
生
日
は
、
令
和
２
年
10
月

１
日

【
特
定
産
業
別
最
低
賃
金
】

▼
鉄
鋼
業　
９
２
５
円 

効
力
発

生
日
は
、
令
和
２
年
12
月
15
日

▼
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業　
８
６
４
円

効
力
発
生
日
は
、
令
和
２
年
12
月

20
日

▼
自
動
車
小
売
業　

８
９
１
円 

令
和
２
年
12
月
24
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
２
ー
２
９
９
ー
８
８
４
１
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自
動
車
の
登
録
・
検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　
毎
年
３
月
に
な
る
と
、
自
動
車

の
登
録
・
検
査
の
申
請
が
集
中
す

る
た
め
、
待
ち
時
間
が
３
時
間
を

超
え
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
月
最
終
週
は
、
例
年
以
上
に
車

検
場
や
駐
車
場
、
周
辺
道
路
が
混

雑
し
、
申
請
者
や
近
隣
住
民
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
登
録
や
検
査
を
予
定
し
て
い
る

場
合
、
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

☎
０
５
０
ー
５
５
４
ー
２
０
１
１

More PickUp

健康保険証としても利用できる
マイナンバーカードを作りましょう

　マイナンバーカードは、住民の皆さんが申請し交付されるプラスチック製のカードです。カードのオモテ面には本
人の顔写真と氏名・住所・生年月日・性別が記載され、本人確認のための身分証明書として利用できます。

▼申請方法
　マイナンバーカードの申請は郵便・パソコン
・スマートフォンから無料でできます。

▼受取方法
　マイナンバーカード交付申請後、約１ヵ月で交付通知
書が送付されます。マイナンバーカードの受取の際には、
本人確認が必要です。交付通知書とマイナンバーカード
の通知カード、免許証などの本人確認書類を持参し、役
場町民生活課窓口までお越しください。

令和3年3月からマイナンバーカード
が健康保険証として利用できるよう
になります

　令和3年3月から、医療機関や薬局の受付でマイナン
バーカードをカードリーダー（読み取り機）にかざすだけ
で、保険証を提示しなくても受診できるようになります。
現在使用している保険証は引き続き利用できます。
　なお、マイナンバーカードを健康保険証として利用す
るには事前に「マイナポータル（パソコン）」や「マイナ
ポータルAP（スマートフォン）」から申し込みをする必要
があります。パソコンから申し込む場合は、ICカードリー
ダーが必要です。スマートフォンから申し込む場合はマ
イナポータルAPをインストールしてください。また、医
療機関や薬局によって開始時期が異なります。事前にご
確認ください。

▼マイナンバーカードで受診するメリット
　就職や転職、引っ越しをしても健康保険証として使用
し続けられます。ただし、健康保険の加入・脱退の届け
出は必要です。
　マイナポータルを通じた医療費情報の自動入力で、確
定申告の医療費控除が簡単にできます。

【マイナンバーカードにかかわる問い合わせ先】

▼取得について
　町民生活課総合窓口班 ☎43-2113

▼健康保険証としての利用について
　健康課国保介護班 ☎43-5111（内線512）

▼制度など総合的な問い合わせについて
　マイナンバー総合フリーダイヤル
　☎0120-95-0178　

マイナンバー
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ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切　
３
月
10
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　
☎
43
ー
3
0
0
1

涌
谷
公
民
館
図
書
室

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集

▼
管
理
施
設　
涌
谷
公
民
館

▼
業
務
内
容　

図
書
室
管
理
事

務
お
よ
び
清
掃（
図
書
管
理
業
務
、

蔵
書
点
検
業
務
、
清
掃
業
務
）

▼
応
募
条
件　
土
日
祝
日
勤
務
可

能
な
人
、
図
書
の
仕
事
に
興
味
の

あ
る
人
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

▼
募
集
人
員　
２
人

▼
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日

　
　
　
～
令
和
４
年
３
月
31
日

▼
勤
務
体
系　
シ
フ
ト
制

　
　
　
　
　
　
（
10
時
～
18
時
）

▼
応
募
方
法　
生
涯
学
習
課
ま
で

涌
谷
町
指
定
の
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
、
涌
谷

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切　
３
月
10
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　
☎
43
ー
3
0
0
1

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
日
時　
３
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

▼
場
所　
法
テ
ラ
ス
東
松
島

▼
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
東
松
島

☎
０
５
０
ー
３
３
８
３
ー
０
０
０
９

（
平
日
９
時
～
17
時
）

社
会
教
育
・
体
育
施
設

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
を
募
集

▼
管
理
施
設　
①
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
涌
谷
公
民
館
③
箟
岳
公
民

館▼
業
務
内
容　
管
理
事
務
お
よ
び

清
掃（
使
用
申
請
受
付
、
料
金
徴

収
、
使
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

一
般
清
掃
、
施
設
管
理
）

▼
募
集
人
員　
各
３
人

▼
期
間　
令
和
３
年
４
月
１
日

　
　
　
～
令
和
４
年
３
月
31
日

▼
勤
務
体
系　
シ
フ
ト
制（
①
③

９
時
～
17
時
・
17
時
～
21
時
②
平

日
17
時
～
21
時
、
土
日
祝
日
９
時

～
17
時
・
17
時
～
21
時
）

▼
応
募
方
法　
生
涯
学
習
課
ま
で

涌
谷
町
指
定
の
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
、
涌
谷

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

▼
借
主
の
負
担（
借
主
の
不
注
意

に
よ
り
生
じ
た
損
耗
）

　
落
書
き
、釘
穴・ね
じ
穴
、ペ
ッ

ト
に
よ
る
傷
、
台
所
の
油
汚
れ
、

通
常
の
使
用
を
超
え
る
使
用
な
ど

に
よ
り
生
じ
た
も
の

「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て（
国

土
交
通
省
）資
料
」
よ
り

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
対
処
方
法
】

▼
契
約
書
を
よ
く
確
認
し
、
退
去

時
の
原
状
回
復
の
負
担
に
つ
い
て

理
解
す
る
。

▼
退
去
時
は
も
ち
ろ
ん
入
居
時
に

も
、
賃
貸
人
・
賃
借
人
が
双
方
立

ち
合
い
、
部
屋
の
現
状
を
確
認
し
、

日
付
入
り
で
写
真
に
撮
り
、
記
録

を
残
す
。
費
用
負
担
の
内
訳
の
説

明
を
受
け
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

法
テ
ラ
ス

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

相
談
会

　

こ
こ
ろ
の
相
談
を
含
め
た
総
合

的
な
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
弁
護
士
や
社
会
福

祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
の
個

人
面
談
で
す
。

　
相
談
内
容
は
、
借
金
や
離
婚
、

い
じ
め
、
生
活
困
窮
な
ど
。
相
談

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

原
状
回
復
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意

　

春
先
は
、
進
学
や
就
職
、
転
勤

な
ど
で
賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
住
宅
を

借
り
る
賃
貸
借
契
約
を
し
た
り
退

去
す
る
こ
と
の
多
い
季
節
。
賃
貸

住
宅
や
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際

に
原
状
回
復
費
用
に
関
す
る
相
談

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

９
時
か
ら
16
時
ま
で
消
費
生
活
相

談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

原
状
回
復
と
は
？

　
借
主
に
対
し
退
去
時
の
原
状
回

復
義
務
が
、
一
般
の
賃
貸
住
宅
の

契
約
に
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
借
主
が
借
り
た
当
時

の
状
態
に
戻
す
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
借
主
が
普
通
の
住
み
方
、

使
い
方
を
し
て
い
れ
ば
そ
の
ま
ま

返
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
し
か
し
、

使
い
方
が
悪
く
生
じ
た
損
耗
な
ど

に
つ
い
て
は
借
主
が
費
用
を
負
担

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
原
状
回
復
の
考
え
方
】

▼
貸
主
の
負
担（
通
常
損
耗
）

　
畳
の
表
換
え
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
、
日
焼
け
に
よ

る
退
色
、
家
具
の
設
置
跡
、
通
常

の
使
用
に
よ
り
傷
ん
だ
も
の

認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

認
知
症
カ
フ
ェ

さ
く
ら
カ
フ
ェ
を
開
催

　
「
最
近
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ

た
」「
認
知
症
の
家
族
の
介
護
が

大
変
」「
認
知
症
の
本
人
に
は
ど

の
よ
う
に
接
し
た
ら
良
い
の
か
」

な
ど
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
相
談

で
き
る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
講
話
・
講
師　
涌
谷
町
の
特
徴

と
予
防
で
き
る
認
知
症
の
こ
と

（
仮
）・
健
康
課
管
理
栄
養
士

▼
日
時　
３
月
26
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
11
時

▼
場
所　
ゆ
う
ら
い
ふ

▼
対
象　
認
知
症
が
心
配
な
人
、

認
知
症
の
本
人
、
介
護
し
て
い
る

家
族
、
関
心
が
あ
る
人

▼
申
込
方
法　
福
祉
課
包
括
支
援

班
に
電
話
で
事
前
申
込
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
締
切
は
、
３
月
17

日（
水
）で
す
。

▼
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
講
話
を

中
心
に
行
う
予
定
で
す
。
体
調
の

悪
い
人
や
体
温
が
37
・
5
℃
以
上

あ
る
人
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
参
加
す
る
場
合
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
包
括
支
援
班

☎
43
ー
５
１
１
１（
内
線
５
５
４
）
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